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先月の振り返り: 1月のドル円相場は116円半ば～113円半ばで推移。FOMC議事要旨の内容が強気なこ

とを背景にドル高が進んだものの、パウエルFRB議長が金融政策について新たな方針を示さなかった

ことや新型コロナウイルス感染拡大に歯止めがかからないことで、リスク回避の動きが広がり株式

市場が軒並み急落。さらにウクライナ情勢が緊迫化の様相を呈してきたこともあり、ドル円は一時

113円台半ばとなった。その後はFOMCを控えてドル売りは落ち着いていたが、そのFOMCにおいて次回

利上げに踏み切ると予告されたことを好感したことによるドル買いで、115円台半ばまで大きく値を

戻した。月末にかけて売り買いが交錯したものの115円台を維持して1月を終えた。
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今後の展開: 各国の金融政策発表を終えてドル高基調は継続していくだろう。特に日

米金融政策の違いは大きく、金利差拡大を背景とした円安ドル高の材料となっている

ことから底堅い動きとなりそうだ。ただ、オミクロン株による感染拡大がリスク要因

となっていることに加えて、ウクライナ情勢が緊迫化を増していることから地政学リ

スクも大きくなっている。米露会談が行われるなど外交努力は継続しているが、軍事

介入の可能性は否定できないため、今後も急な動きに対処できるように備えておきた

い。
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